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６．Ｐａｔｅｎｔ Ｗｅｂ用 

 

 Micro Patent 社の Patent Web の出力を利用して，下記のような便利な資料を作成できます。 

・３件／頁，２件／頁のプリント；翻訳ソフトがあれば題名や抄録に翻訳を付けることもできます。 

・１  〃     ；添付プリント（上部に配布先や評価など欄を同時にプリント）も可能です。 

・データファイルの作成；一件ごとに［Next]キーで飛ばして見ることが出来ます。また，他の検索結

果と合わせて管理する機能などもあります。 

注意．一度にこの形式で出力できる件数は，

500 件以内です。 

ここでは，処理前半の共通事項を説明し，プリ

ントやファイル作成は６．１以降で説明します。 

 

利用法； 検索が終わって題名一覧が表された

画面で，処理の対象にしたい特許の□にチェッ

クをつけます。●Check All をクリックして全

部にチェックを付けます。 

次にプルダウンメニューで「Create Report – 

Bibliographic」を選択して選択し[Go]をクリ

ックします。 

指定した件数の代表図面と，書誌事項，抄録などが連続し

て表示されます。ここで二つの利用法があります。 

①直接法 ・・・SGshot（V8.37～）を立ち上げます。（こ

のとき Patent Web 画面よりも先に立ち上げたブラウザ

（InternetExplorer）があるときは停止させてください。） 

次に，SGshot の[ＩＥ／ＯＫ]をクリックします。 

 ⇒次頁★に進む。 

 

 

 

 

 

 

 

②ソース表示法（やや操作が面倒） 

ブラウザーの「表示」－「ソース」でソース

データを表示させます。 

次に，ソース表示の画面で，「編集」－「す

べて選択」－「編集」－「コピー」で，コピー



 26

します。次に「SGshot」を立ち上げます。まず，処理対象データの保存用フォルダを指定します。この

フォルダに上記でコピーした処理データが保存されます。 

次に，［CB/OK］をクリックします。 

※右下の［Patent Web］のボタンをクリッ

クすれば，Patent Web の利用案内を見られ

ます。 

 

発展利用・・・以前保存したファイル
を利用することが出来ます。フォルダ
とファイル名称を指定し，［file/Ｏ
Ｋ］をクリックします。 
（なお，このファイルを他のソフトで再保

存すると微妙にデータ内容が変わって，処

理できなくなることがあります。） 

 

 

★データの処理案内が表示されま

す。処理対象の文字数や保存するフ

ァイル名が表示されます。保存ファ

イル名はPWと日付を組合わせたもの

が表示されますので，必要なら希望

するファイル名に変更してください。

拡張子は htm にしてください。 

 

了解ならば［ＯＫ］を押します。（こ

れで，コピーデータは指定フォルダ

に保存されます。） 

 

注意・・・前と同じフォルダでファイル名称を同じにすると前のデータが消えます。同一日に同じフォ

ルダで 2 回やるときはご注意ください。 

 

「処理の基本形式」の画面で，上部に「PatentWeb」と出ていることを確認してください。（Patent Web

データの場合，自動的にこの案内がでます。）もし，「PatentWeb」が見えない場合は［キャンセル］して，再

度，ソースデータのコピーからやり直してください。 

「□翻訳」・・・和訳文を付

けるチェックします。ただ

し，直前に翻訳を実施する

か，以前に行った翻訳デー

タが残っていないと翻訳文

は付けられません。同じフォルダで別の Patent Web 出力の翻訳実行を行なうと翻訳データは消えます。 

［翻訳実施］・・・データを和文に翻訳します。なお，株式会社ノバの翻訳ソフト PatTranser がパソコ

ンに入っている必要があります。 

［データ読込］で，クレームや分野を読み込むこともできます。 
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［ソフトの場所］・・・上記 PatTranser をパソコ

ンに入れてあるが翻訳できない場合は，セットア

ップした場所が標準でないものと思われますそ

の場合は，ここをクリックして，PatTrancer の

場所を設定します。 

 

左図は，V.4 の場合のフォルダやファイルの名称

です。 

 

 

 

 

 

［翻訳実施］をクリックすると，左のように，翻訳中は

クリップボードを利用するようなことをパソコンでやって

はいけないと案内がでます。［ＯＫ］をクリックします。 

 

 

翻訳には，数秒／件かかりますので，件数

の多い場合は，数分かかることもあります。 

 

※翻訳に時間がかかる場合・・・英単語のミ

スや英文のミスのために翻訳できずにしば

らく止まってしまうことがあります。デフォ

ルトでは「1 文ごとの最大翻訳時間」が 60

秒になっていますのでこれを，適当に短くす

ることで処理時間を短くできます。 

こ の 設 定 用 の ソ フ ト は ， C:\Program 

Files\Nova\Common\bin\optpat4.exe 

 

 翻訳が終わるとこの画面が消えて，再び「処理の基本形式」の画面が出ますので，抄録プリントやフ

ァイル作成などの指示を行います。 

 

注意・・・［翻訳実行］すると翻訳済みデータが，同じフォルダに JPN.TXT というファイル名に保存

されます。抄録プリントやデータファイルに翻訳を付けるときはこのファイルが利用されるので，前に

翻訳したファイルが他の翻訳で上書きされずに残っているときは［翻訳実行］をしないでも，翻訳を付

けることができます。 

 

※同じフォルダでプリント処理を一度行なっている場合は，そのとき読込んだ図のデータを利用してプ

リントが実行されます。ファイル作成のときは，図面データは扱いません。 

 

次に，プリント作成やファイル作成の詳細を説明します。 
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６．１ ３件／頁のプリント作成 

 

 代表図面と抄録などのプリントについて説明します。ここではまず，基本形である３件／頁を説明し，

６．２では，その他の形式をまとめて説明します。 

「処理の基本形式」で「◎３件／頁」を

チェックします。 

 
注意・・・翻訳を付けるには，直前に［翻訳実

行］をするか，前に翻訳したデータファイル

JPN.txtが同じフォルダに残っている場合です。

（→詳細は６．の最後にある翻訳説明の部分） 

 

「□図ﾃﾞｰﾀ保存」がチェックされていれ

ば，プリント時に Patent Web のサーバか

ら読み出した図面データを，プリント後

もパソコンに保存します。これにより，

同じ特許を２回目に処理するときは，保

存したデータを利用するので処理が速く

なります。保存されるフォルダはデータ

ファイルとおなじフォルダです。なお，一度保存した図面データも２回目の利用のときに，ここにチェ

ックがないとそのときに消去されます。 

［翻訳実施］をクリックすれば（翻訳ソフトがある場合）翻訳され，JPN.txt ファイルに保存されます。 

「□翻訳」がチェックされていれば，（［翻訳実施］が済んでいる場合）題名，抄録に翻訳が付きます。 

［設定］のクリックで次に進みます。 

 

件数などを確認して［ＯＫ］をクリックしま

す。 

翻訳を指示しているときは，入力ボックスに T

を入力すると，題名のみ翻訳されます。 

 

 

 

 

実行中は経過が表示されます。 

 

注１．抄録に[no drawing available]とかか

れている場合，図面は出力できません。 

 

 

・ＵＳＰＣ（米国特許分類）と，ＩＰＣは同

じ１行にまとめてプリントします。ＵＳＰＣを先に，ＩＰＣはその後に< >に挟んだ形です。もし，

両方の分類が半分の長さより長い場合には，両方を半分ずつプリントし，行の最後に＋を付けます。

ＩＰＣだけが長くて１行に入りきらない場合も，行の最後に＋を付けます。 

・抄録がプリントする領域に入りきらなかった場合も，最後に＋を付けます。 
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・審査の引例特許番号，代理人，審査官等は出力されません。 
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６．２ その他のプリント作成 

 

（１）２件／頁 

 

「◎２件／頁」をチェックしま

す。 

［設定］をクリックすると，確

認後，実行されます。 

 

 

 

 

 

 

 

左は，プリントの実例で

す。 

 

図面の長さにより，プリ

ントできる領域は変り

ます。 

抄録がプリント領域に

入りきらなかった場合

は，最後に＋を付けます。 
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（２）１件１図／頁 

 

「◎１件 1 図／頁」をチェックし

ます。 

 

［設定］をクリックすると，確認

後，実行されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左は，翻訳を付

けたプリントの

実例です。 

抄録が長いとき

は，右側上部に

プリントされま

す。 
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１件１図／頁では，右下の「添付プリ

ントのファイル名称」を設定できます。 

添付プリントとは，抄録などの上の部

分に，ユーザが準備しておいたデータ

をプリントできる機能です。 

 

「S 添付なし.txt」と表示されているボ

ックスをクリックすると準備されてい

るファイルが表示されます。ここで表

示されるファイルは，プログラムなど

のあるフォルダに先頭１文字が S で，

拡張子が txt のファイルです。 

表示されたファイルから必要なファイ

ルを選択し，添付ファイルとして準備

します。 

 

添付ファイルが表示されているボック

スをダブルクリックすると，その内

容が上部に大きく表示され，確認で

きます。 

 

内容表示を消すには，再度添付ファ

イルボックスをダブルクリックし

ます。 

 

※添付ファイルの記述法 

添付ファイルは，ユーザがいくら

でも準備できます。 

①１文字目が < の行以外はファイ

ルに書いた通りの文字がプリント

されます。１文字目が < の行は次

の行以降のフォントのサイズや種

類の設定に使います。フォントサイズなどは次の設定のある行まで有効です。 

例 <font size=12>  注意；すべて半角で書く。 

<font name=ＭＳ ゴシック> 注意；ＭＳとゴシックは大文字だが，間のスペースは半角 1 文字。 

②ファイルを保存する場所はプログラムと同じフォルダにしてください。ファイル名称の先頭は Sとし

拡張子は txt にしてください。 

③添付ファイルの縦方向の長さは，１頁の 2/3 くらいまで可能です。 

注意．「S添付なし.txt」ファイルの内容は全くありませんので，これを指定しても添付なしのプリント
になります。もしユーザが何か書き込めばそれをプリントするようになりますので，通常利用では書
き込まないでください。 
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左は，翻訳を付け

た添付プリント

の実例です。 
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６．３ Patent Web 出力のファイル作成 

 

 代表図面と抄録などをコンパクトにまとめた「Next 付きファイル」を作成します。翻訳の有り無しが

選択できます。このファイルは，次文書がワンクリックで見られ，また，明細書へのリンクも付いてい

ます。このファイルから，３件／頁のプリントもできます。 

 さらに個別の特許抄録ごとのファイルに切り離して管理を行なえます。例えば，コメントを書き加え

たり，他の検索結果とまとめて一緒にしたり，不要特許を削除するなどができます。 

 

（１）抄録と代表図のファイル 

処理の基本形式で「◎ファイル

作成」をチェックし，「HTML 形式」

の「◎抄録・代表図」をチェック

し，必要なら右に表示されている

ファイル名称を変更して［設定］

をクリックします。 

注意・・・これ以前の基本的な事

項は６．を見てください。 

 

※ユーザのＬＡＮ環境に Micro 

Patent 社との契約によるイメー

ジ形式の特許明細書の出力用 CGI

サーバがある場合には，「イメー

ジ出力用 CGI サーバ」のＵＲＬの

設定をおこなってください。 

 

 いくつかの確認の後，実行が終わります。 

 

 

 

左は，できたファイルの

先頭部分です。 

見たい特許番号をクリック

するとその抄録にジャンプ

します。 
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各抄録は,左上に先頭からの順番と

全件数が 2/54 などのように表示さ

れます。 

［Back］…前の抄録に戻ります。 

［Next］…次の抄録が表示されます。 

［Full/Text］…USPTO のサーバに

つながり，全文のテキストデータが

表示されます。 

［Full/Image］…Micro Patent 社

のサーバから１件まとまった形で

イメージデータを入手できます。た

だし，この機能は Micro Patent 社

と契約がある場合に使えます。 

 

・翻訳を指示していたときは，題名と抄録に翻訳が付きます。 

・図面は，同じフォルダに図面データがある場合にはそのデータが表示されます。それが無いときはイ

ンターネット経由で Patent Web サーバから読み込まれるので数秒／件ずつ時間がかかりますし，イン

ターネット環境にない場合には図面は表示されません。一度読み込んだ図面データは，同じフォルダに

自動的に保存されます。 

・Patent Web の出力データでは，書誌的事項の最後 Issued（発行日付）の次は，Abstract（抄録）で

すが，この Next 付きファイルでは，US.Class や IPC を置いて，技術内容の把握に役立つように工夫し

てあります。 

 

★注意・・・V7.88 以降で作成したデータは，図面を表示させるとき，Micro Patent 社サーバによるパ

スワード認証が必要であり，タイミングでＩＤ，パスワードの入力画面画出たら，入力が必要です。た

だし，契約によりＩＰアドレス認証になっている企業の場合は，何も手続きは必要ありません。これは

Micro Patent 社の方針にそったものです。 

 

（２）加工済みの「Next 付きファイル」からの３件／頁プリント 

前記（１）のファイル作成により作られた Next 付きファイルを対象に，３件／頁にプリントするこ

とができます。 

 Next 付きファイルを指定すると，処理の基本形式で以下のような表示が出ます。 

（なお，ここでは翻訳は行えません。翻訳は（１）でおこなってください。） 

 

 

 

 

 

 プリント結果は，６．１で説明したプリントとほとんど同じです。 
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（３）個別ファイルへの切り離し 

前記（１）で作成した「Next 付きファイル」を対象に，抄録の一件ごとに個別ファイルを作ります。

特許抄録が一件ごとのファイルになると，他の検索結果と一緒にしたり，不要な抄録を削除したり，ま

た抄録へのコメントの書き込みも容易になります。 

 

 

Next 付きファイルを処理対象に指

定します。 

 

※【利用案内】は無視してください。 

 

 

 

 

 

処理の基本形式の画面で「◎ファ

イル切離し」が選択可能になります

のでチェックし，［設定］をクリック

します。 

 

 

 

 

 

切り離した各ファイルを入れるフ

ォルダ名は Next 付きファイル名の

末尾に「-KOB」をつけたものが表示

されます。変更できますが，「-KOB」

を付けておくと見分けが付き易く，便利なこと

があります。（必須ではありません） 

 なお，フォルダ名に漢字やカナは使わないで

ください。表示できないことがあります｡ 

 

参考；処理が終わった後，エクスプローラ（ま

たは，マイコンピュータ）で見て

みると，フォルダのできているこ

とがわかります。ファイル名称は

それぞれの特許番号です。 

 なお，各特許のファイルは必要

に応じてコピーや移動ができます。 

内容を見て削除することは，次の

(４)の表示機能の中でやるのがいっそう便利と思われます。 
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（４）個別ファイルの表示 

前記（３）で作成した抄録 1件ごとの個別ファイルを対象に，それらの全件を順次表示することがで

きます。この方法では，１件だけの抄録のプリントやメモ書き込み，その他が行なえます。 

 

まず，個別ファイルの入っているフ

ォルダを選択し，［ＯＫ］をクリッ

クします。 

（ファイル名の選択はしません。） 

 

 

 

処理の基本形式画面では自動的に，

個別ファイルの表示が選択できる

ような画面になっています。［設定］

をクリックします。 

 

参考；個別ファイルの表示モードになるのは，前記(2)で個別ファイルのデータを作成するとき，データの先頭部分に<!

個別ファイル・・・というデータを持たせているためです。このデータを消すと個別ファイルの表示モードで使えなくな

ります。なお，このデータは表示されま

せん。 

 

 

個別ファイル表示専用のブラウ

ザが開きます。 

個別ファイルのデータには和文

抄録の下に【メモ】が設定されてい

るのが分かります。 

最初は１件目が表示されます。１

件目とはフォルダ中で最も大きい

番号です。Reissue 特許がある場合

はそれが１件面になります。 

画面左上に［25/54］などのよう

に，表示している順番と全件数を表

示します。 

［←戻り］で前の特許を表示します。 

［→次へ］で次の特許，つまり小さ

い番号の特許を表示します。 

 図面の大きさは横幅が画面の半分

になっており，画面の大きさを変え

ると図面の大きさが変わります。 
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   をクリックすると，表示データ

のメモ部分が「メモ編集」に表示され

ますので，これを編集し，保存できま

す。 

 

注意； メモデータは HTML ソースの

<!■メモ>以降が認識されるので，ソ

ース表示などでこの部分を変更しな

いでください。 

 

 

 

 

 

 

 

「メモ編集」ウインドウに必要事項

を書きます。また，変更も可能です。 

 

 「メモ編集」の左上にある  を

クリックすることで，変更したメモ

内容を表示の本文に保存すると同時

に，「メモ編集」ウインドウを閉じま

す。 

 

 

 

 

 

左はメモ書き込みを完了した画面

です。 
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 メモの文章中に，不用意な言葉

が使われている場合，保存する前

に注意を促す案内を表示します｡

キャンセルをクリックするとメモ

編集に戻ります｡ 

現在その表現は次の通りです｡ 

抵触，特許を使用，恐れ 

 

 

 

 

 

 

プリント法； 

表示されている１件の抄録を

プリントするときは，マウスのカ

ーソルを画面上に置き，右クリッ

クでメニューを出して，印刷を選

択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   は，同一フォルダにある

個別の抄録ファイルを，一つの

ファイルにまとめるものです。

下記の事項を決めて［実行］を

クリックします。 

①あとで説明する「不要」ファ

イルイを除くか，含めるか 

②メモを付けるか，除くか 

③順序は新しい順か，古い順か 

④一つにまとめるファイル名 

 ファイル名は変更できますが，

元のファイルと区別できるよう

に「結合」などを入れておいた

方がいいようです。 



 42

 

 

 

 結合が終わると，案内が表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    はこの抄録が不要のと

きクリックします。そうすると，

番号の左に■不要■のマークが

赤で表示され，保存されます。２

度クリックすると，■不要■が２

個付きます。 

 

 不要としたものは，ファイルを

一つにまとめるとき除くことも

でき，また，あとで説明する「廃

棄」の対象になります。 

 

    は，不要としたものを回

復するためのものです。番号の左の赤の■不要■が消えます。 
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は，■不要■マークの

付いた抄録を削除するとき使

います。 

 ■不要■マークの付いた抄

録が表示されているとき，そ

の抄録のみ削除します。 

ここで削除すると，簡単に

は回復できません。 

 

※ここで削除して回復するに

は，Next 付きファイルから個

別ファイルに切り離し，コピ

ーして貼り付けることが必要です。Next 付きファイルの代わりに，結合機能で一つのファイルにまとめ

たものがあればそれから作成することも可能です。 

 

 

他の検索結果の追加・・・他の検索結果を，「SGshot」で個別のファイルにします。次に必要な特許番

号のファイルのみをコピーして，基本になるフォルダに貼り付けます。全件を追加するときは全件をコ

ピーして貼り付けます。 

 このとき，基本フォルダにすでに存在する特許番号（＝ファイル名称）を貼り付けると，基本フォル

ダのデータは上書きされてしまいますので，注意が必要です。基本フォルダのファイルにメモなどを書

いてあると，見られなくなります。 
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（５）番号・題名リストの作成 

 特許番号，題名，出願人名などのリストを作成します。そのリストを Excel で読み込んで，評価やコ

メントを記入することもできます。 

 

「処理の基本形式」で「◎ファイル

作成」を選択し「◎題名」を選択し

ます。 

 

名称が右側に表示されていますの

で，必要なら適宜変更してください。 

 

［設定］をクリックします。 

 

実行確認画面の後，実行されますフ

ァイルが作成されます。 

 

利用するには・・・作成したファイ

ル名をクリックします。Internet 

Explorer などが立ち上が

り左のようにファイルの

内容が見られます。 

番号部分にハイパーリン

クが設定されているなら

（Micro Patent 社と契約が

ある場合）Patent Web サー

バからイメージ形式の出

力が可能です。 

「全文」の FT のをクリッ

クすると，（インタネット環境で使っているときは）USPTO から全文（テキスト形式）を入手可能です。 
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左は，Excel を立ち上げ

てから、上記で作成した

HTML文書を開いたもので

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Excel データですので入

力できます。 

左図は，表の左にある「担

当」と「コメント」に入

力した実例です。 

管理表などとして利用で

きます。 

 

ハイパーリンクが設定さ

れていますので，クリッ

クすることで必要なときに明細書を呼び出して見るこができます。 
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※Patent Web データ活用フロー 

 下記のように，Patent Web の出力を利用して，多様なサービスを展開するための各種のプリントやフ

ァイルを作成できます。  網掛け部分が「SGshot」で行なえる機能です。 

 

                          紙プリントの利用 

                                                6.1 

                           6.2 

 

 

 

                   6. 

   (PW 日付) 

 

 

              6.3(5)                            6.3(1)                             6.3(3) 

                 (SB 日付)                   (･･･-KOB フォルダ) 

                   (･･･-KET)       関連特許管理 

管理記録        調査，ＳＤＩ 

 

                                                                             6.3(4) 

 

 

 

 

 
 
Sgshot 保存ﾌｧｲﾙ 

個別
ファイル

個別ファイル 
の表示 

・１件ごとのﾌﾟﾘﾝﾄ 

・メモ書込み 

・他の結果の追加 

・不要削除 

・ファイルの結合 

翻 訳 

リストファイル 

Excel での表示, 

評価などの入力 

Internet Explorer

などでの表示 

プリント作成 
・３件／頁 
・２ 〃 
・１ 〃；添付ﾌﾟﾘﾝﾄ

３件／頁のみ 

6.3(2) 

Next 付き 
ファイル 

Ｐａｔｅｎｔ Ｗｅｂと「SGshot」によるＵＳＰなどのスマートな管理法 
以下のように「SGshot」を使って，ＵＳＰ（米国特許）やＥＰ（欧州特許）の

便利なサービス体制を構築できます。 ※( )の数字は，６．３中の説明。 

１．特許部門で毎月，検索をして，翻訳付きの「Next 付きファイル」を作成（１）

する。 

２．それを，ＳＤＩサービスとして，メールで発明部門に送る。 

３．発明部門では，受取った Next 付きファイルを使って，ディスプレイで抄録

や代表図を見る。［Next］キーで瞬時に次文書を見られる。明細書もすぐ見ら

れるので大変便利。 

４．さらに，Next 付きファイルから３件／頁プリント（２）を行い，仲間との打

合せや回覧に利用する。紙資料だからどこでも見られて便利。 

５．次に，個別ファイルに切り離す（３）。これにより，メモを書き込んだり（４），

他の検索結果といっしょにしたり，不要特許を除いたりできる。１件ごとの

プリントも可能。また，再度，一つのファイルにまとめる事も可能。 

 個別ファイルも，一つのファイルにまとめることで２．や３．の利用が可能。

 

 

Patent Web の

出力データ 


